
さ
れ
た
人
生
の
中
で
、
キ
リ
ス

ト
の
復
活
の
信
仰
に
生
き
、
永

遠
の
救
い
に
到
達
で
き
ま
す
よ

う
に
最
善
を
尽
く
し
て
参
り
ま

し
ょ
う
。

〝
朗
読
奉
仕
者
選
任
式
を
　

　
　
　
　
　
　
　
　
終
え
て
〟

　

去
る
三
月
二
十
三
日
（
月
）

の
午
後
、
教
区
神
学
生
の
二
人

が
、
世
界
平
和
記
念
聖
堂
に
お

い
て
、
め
で
た
く
選
任
式
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お

二
人
に
は
、
皆
さ
ま
と
共
に
心

か
ら
お
よ
ろ
こ
び
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
れ
ら
す
べ
て
は
神
の
お

恵
み
で
す
。
私
た
ち
は
先
ず
神

に
感
謝
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
共
に
よ
ろ
こ
び
お
祝
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

キ
リ
ス
ト
は
「
刈
り
入
れ
は

多
い
が
働
く
人
が
少
な
い
。
働

く
人
を
遣
わ
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
、
天
の
父
に
祈
り
な
さ
い
」

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
み
ん
な
に
命
じ
ら
れ

た
お
こ
と
ば
で
す
。
一
人
で
も

（
二
面
へ
続
く
）

言
の
通
り
、
十
字
架
の
苦
し
み

を
経
て
三
日
目
に
復
活
な
さ
い

ま
し
た
。
自
ら
の
予
言
を
実
現

さ
れ
た
の
で
す
。
私
た
ち
人
間

の
知
恵
で
は
全
く
悟
る
こ
と
の

で
き
な
い
大
き
な
神
秘
、
奥
義

で
す
。
神
の
お
示
し
と
お
恵
み

に
よ
っ
て
の
み
、
そ
の
実
現
を

受
け
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
キ
リ
ス
ト
の
復
活
は
私
た

ち
の
人
生
の
終
わ
り
に
約
束
さ

れ
た
保
証
で
も
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
残

〝
復
活
祭
の
お
よ
ろ
こ
び
を

　
　
　
　
　
申
し
上
げ
ま
す
。〟

　

聖
書
に
あ
り
ま
す
よ
う
に

「
主
キ
リ
ス
ト
は
復
活
さ
れ

た
」
の
で
す
。
全
世
界
の
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
に
と
っ
て
は
、
こ

の
上
な
い
大
き
な
よ
ろ
こ
び
で

あ
り
、
救
い
の
希
望
、
保
証
で

も
あ
り
ま
す
。

　

聖
書
に
「
週
の
初
め
の
日
の

朝
方
、
婦
人
た
ち
が
準
備
さ
れ

た
香
料
（
当
時
の
慣
習
に
な
ら

い
）
を
も
っ
て
墓
に
行
っ
た
。

し
か
し
キ
リ
ス
ト
の
遺
体
は
見

当
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
へ
輝

く
衣
を
来
た
二
人
が
そ
ば
に
現

わ
れ
て
言
っ
た
。
な
ぜ
生
き
て

お
ら
れ
る
方
を
死
者
の
中
に
探

す
の
か
！
あ
の
方
は
こ
こ
に
は

お
ら
れ
な
い
、
復
活
な
さ
っ
た

の
だ
。」（
ル
カ
二
十
四
：
一
）

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
、
こ
れ
が

す
べ
て
で
す
。
キ
リ
ス
ト
は
予

二
重
の
よ
ろ
こ
び

カ
ト
リ
ッ
ク
広
島
司
教
区
長
　
　

三
末
　
篤
實
　
司
教

教
区
本
部
事
務
局	

原
田　

豊
己　

神
父

平
和
の
使
徒
推
進
本
部
事
務
局	

肥
塚　

侾
司　

神
父

広
島
司
教
館	

野
間　

重
信　

神
父

	

（
日
本
語
研
修
）
李　
　

尚
潤　

神
父

	

（
研
修
）
澤
野　

耕
司　

神
父

広
島
地
区

地
区
長	

後
藤　

正
史　

神
父

幟
町
教
会	

後
藤　

正
史　

神
父

	

（
協
力
）
ア
ル
ベ
ル
ト　

神
父

観
音
町
教
会	

斉
藤　

眞
仁　

神
父

	

尾
島　

紀
代
治　

神
父

祇
園
教
会	

山
根　

敏
身　

神
父

	

カ
ト
レ
ッ
ト　

神
父

呉
教
会	

ジ
ェ
リ
ー　
　

神
父

廿
日
市
教
会	

長
谷
川　

儀　

神
父

三
篠
教
会	

（
担
当
）
肥
塚　

侾
司　

神
父

三
次
教
会	

ア
ル
バ
レ
ス　

神
父

翠
町
教
会	

（
担
当
）
原
田　

豊
己　

神
父

三
原
教
会	

ア
ル
ナ
ル
ド　

神
父

尾
道
教
会	

山
口　

道
晴　

神
父

福
山
教
会	

服
部　

大
介　

神
父

	

ギ
ャ
リ
ー　
　

神
父

向
原
教
会	

（
責
任
者
）
後
藤　

正
史　

神
父

松
江
教
会	

深
堀　

升
治　

神
父

岡
山
・
鳥
取
地
区

地
区
長	

荻　

喜
代
治　

神
父

岡
山
教
会	

荻　

喜
代
治　

神
父

	

早
副　
　

穣　

神
父

	

豊
田　

尚
臣　

神
父

岡
山
南
教
会	

瀧
井　

英
昭　

神
父

西
大
寺
集
会
所	

野
中　
　

泉　

神
父

檣
灯
セ
ン
タ
ー	

ミ
ッ
シ
ェ
ル　

神
父

笠
岡
教
会	

ス
メ
ッ
ト　
　

神
父

倉
敷
地
域
共
同
宣
教
司
牧

倉
敷
・
玉
島
・
水
島
教
会	

レ
ネ　
　
　
　

神
父

	

ジ
ェ
ロ
ム　
　

神
父

	

ブ
レ
イ
ズ　
　

神
父

	

パ
ト
リ
ッ
ク　

助
祭

玉
野
教
会	

金　
　

起
瑩　

神
父

津
山
教
会	

ワ
ー
レ　
　
　

神
父

倉
吉
教
会	

関　
　

亮
一　

神
父

鳥
取
教
会	

野
嵜　

一
夫　

神
父

米
子
教
会	

西
江　

和
司　

神
父

山
口
・
島
根
地
区

地
区
長	

佐
々
木
良
晴　

神
父

山
口
修
道
院	

佐
々
木
良
晴　

神
父

	

高
橋　

義
博　

神
父

	

百
瀬　

文
晃　

神
父

山
口
教
会	

加
藤　

信
也　

神
父

	

カ
ン
ガ
ス　
　

神
父

	

西
山　

和
男　

神
父

防
府
教
会	

小
崎　

次
郎　

神
父

萩
教
会	

恩
地　
　

誠　

神
父

岩
国
教
会	

バ
リ
ョ
ヌ
エ
ボ　

神
父

周
南
地
域
チ
ー
ム
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー

徳
山
・
下
松
・
光
・
柳
井
教
会

	

ア
ル
テ
ィ
リ
ョ　

神
父

	

モ
ラ
ー
レ
ス　

神
父

	

中
村　

健
三　

神
父

	

オ
レ
ギ　
　
　

神
父

宇
部
小
野
田
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ー
ム
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー

宇
部
・
北
若
山
・
高
千
帆
教
会

	

ア
レ
ッ
ク
ス　

神
父

	

三
喜
田
虎
太　

神
父

	

ア
ル
カ
ラ　
　

神
父

下
関
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ー
ム
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー

細
江
・
彦
島
・
長
府
教
会

	

李　
　

相
源　

神
父

	

リ
ン
ト
ホ
ル
ス
ト　

神
父

	

田
丸　
　

篤　

神
父

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー

	

林　
　

尚
志　

神
父

出
雲
教
会	

薄
田　
　

昇　

神
父

津
和
野
教
会	

木
村　

信
行　

神
父

	

薬
袋　

勝
士
修
道
士

浜
田
教
会	

モ
レ
ノ　
　
　

神
父

益
田
教
会	

バ
ラ　
　
　
　

神
父

長
束
修
道
院	

山
根　

敏
身　

神
父

	

瀬
戸　

勝
介　

神
父

	

ラ
フ
ォ
ン
ト　

神
父

	

デ
・
ヴ
ァ
ル
ス　

神
父

	

近
藤　
　

信　

神
父

	

裏
辻　

洋
二　

神
父

	

三
宅　

秀
和　

神
父

	

河
村　
　

剛
修
道
士

幟
町
修
道
院	

ベ
ル
タ
ニ
ョ
リ
オ　

神
父

	

べ
ニ
テ
ズ　
　

神
父

	

マ
ク
ガ
レ
ル　

神
父

	

ヘ
ン
ゼ
ラ
ー　

神
父

	

李　
　

聖
一　

神
父

	

柳
田　

敏
洋　

神
父

	

松
島　

忠
雄
修
道
士

庚
午
修
道
院	

清
水　
　

弘　

神
父

	

塚
田　

健
統　

神
父

	

牛
尾　

幸
生　

神
父

	

ロ
サ
ド　
　

修
道
士

愛
徳
修
道
士
会	

ヘ
ン
デ
リ
ク
ス
修
道
士

	

ホ
ン
テ
レ
ー
修
道
士

	

牧
田　

真
一
修
道
士

御
復
活
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

広
島
教
区
長　
　

三
末　

篤
實　

司
教

司
教
総
代
理　
　

斉
藤　

眞
仁　

神
父
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《
体
を
動
か
す
》
◆
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
福

祉
活
動
、
奉
仕
活
動
に
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

『
き
ょ
う
ど
う
推
進
チ
ー
ム
』

　

二
〇
一
〇
年
に
『
三
地
区
合

同
宣
教
司
牧
評
議
会
（
仮
称
）』

を
開
催
す
る
予
定
で
準
備
し
て

い
ま
す
。
開
催
の
目
的
は
、「
き

ょ
う
ど
う
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
、
広
島
教
区
の
未
来
像
を
頭

に
描
き
な
が
ら
子
供
た
ち
の
信

仰
教
育
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
召

命
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
中

心
と
し
た
内
容
を
検
討
中
で

す
。

　
《
具
体
的
推
進
内
容
》

　

①
例
え
ば
「
自
分
た
ち
の
教

会
に
子
供
た
ち
の
姿
は
見
え
ま

す
か
？
」
と
い
っ
た
問
い
か
け

に
対
し
、
将
来
、
教
会
を
担
う

子
供
た
ち
を
育
て
て
い
く
こ
と

が
、
教
区
民
全
員
の
共
通
の
課

題
で
あ
る
と
し
て
捉
え
、
教
区

民
一
人
ひ
と
り
が
共
に
考
え
て

い
け
る
よ
う
な
具
体
的
内
容
を

推
進
す
る
。

　

②
教
区
練
成
会
、
中
ブ
ロ
、

日
韓
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、
青
少
年

の
信
仰
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の

積
極
的
参
加
の
呼
び
掛
け
と
サ

ポ
ー
ト
を
推
進
す
る
。

　

ま
た
、
子
供
を
持
つ
親
や
、

　

広
島
教
区
の
皆
さ
ま
、
今
年

の
年
間
テ
ー
マ
に
は
、
昨
年
の

一
八
八
殉
教
者
、
と
り
わ
け
広

島
教
区
の
五
人
の
殉
教
者
の
列

福
の
恵
み
を
、
こ
れ
か
ら
の
広

島
教
区
の
宣
教
司
牧
活
動
に
ど

の
よ
う
に
具
現
し
て
い
く
か
と

い
う
課
題
と
、「
パ
ウ
ロ
年
」

が
意
識
さ
れ
て
い
ま
す
。「
新

し
い
人
」
と
「
和
解
」
が
キ
ー

ワ
ー
ド
で
す
。

《
祈
り
の
助
け
と
し
て
》

　

テ
ー
マ
を
深
め
て
い
く
た
め

に
、
み
こ
と
ば
（
聖
書
）
と
二

人
の
著
作
か
ら
の
引
用
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。
す
で
に
各
小
教

区
に
配
信
い
た
し
ま
し
た
が
、

個
人
、
共
同
体
の
祈
り
、
ま
た

分
か
ち
合
い
の
糧
と
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

Ⅰ
．
聖
書
よ
り

（
１	

）
福
音
書
か
ら　

①
マ
タ

イ
五
：
五
②
マ
タ
イ
五
：

二
十
三
～
二
十
四
③
ル
カ

六
：
二
十
七
～
二
十
八
④

マ
タ
イ
七
：
一
⑤
ヨ
ハ
ネ

十
三
：
三
十
四
～
三
十
五

（
２	

）
パ
ウ
ロ
の
手
紙
か
ら　

①
ロ
マ
十
二
：
十
～
十
八
②

２
コ
リ
五
：
十
七
～
二
十
③

ロ
マ
五
：
十
～
十
一
④
エ
フ

ェ
二
：
十
四
～
十
六
⑤
コ
ロ

三
：
十
二
～
一
五

（
３	

）
パ
ウ
ロ
の
手
紙
に
み
る

「
新
し
い
人
」　

①
コ
ロ

三
：
九
～
十
一
②
ロ
マ

六
：
四
③
ロ
マ
七
：
六
④

エ
フ
ェ
四
：
二
十
三
～
二

十
四
⑤
二
コ
リ
四
：
十
六

Ⅱ
．
そ
の
他
の
文
献
よ
り

①	

「『
新
し
い
人
』
の
方
（
ほ
う
）

へ
」
大
江
健
三
郎
著　

朝
日

文
庫　

二
〇
〇
七
年
十
月
三

十
一
日
第
一
刷
発
行　
「
新
し

い
人
」
に
な
る
ほ
か
な
い
３

（
ｐ
．
百
九
十
八
～
二
百
一
）

②	

「
主
の
よ
き
力
に
守
ら
れ
て

　

ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
一
日
一

章
」
村
椿
嘉
信
訳　

新
教
出

版
社　

二
〇
〇
一
年
十
一
月

十
日
第
一
版
第
一
刷
発
行	

敵
の
た
だ
中
で
平
和
の
使
徒

と
し
て

《
行
動
の
助
け
と
し
て
》

　

四
つ
の
推
進
チ
ー
ム
か
ら

は
、
こ
の
年
間
テ
ー
マ
を
生
き

る
た
め
の
具
体
的
提
案
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
各
自
、
各
小
教

区
、
そ
し
て
各
地
区
で
、
祈
り

と
行
動
と
い
う
二
つ
の
側
面
か

ら
年
間
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

『
平
和
推
進
チ
ー
ム
』

　
《
広
島
へ
》
◆
八
月
（
五
日
・

六
日
）
は
、
み
ん
な
で
（
教
会

で
、
グ
ル
ー
プ
で
、
個
人
で
）

広
島
に
集
い
、
祈
り
ま
し
ょ

う
。

　
《
分
か
ち
合
い
》
◆
各
教
会

で
、
ミ
サ
後
、
一
度
は
、
特
に

身
近
な
と
こ
ろ
で
社
会
的
な
活

動
、
和
解
の
働
き
を
さ
れ
て
い

る
人
の
話
し
を
聞
き
、
分
か
ち

合
い
ま
し
ょ
う
。

　
《
平
和
の
心
》
◆
「
平
和
ア

ピ
ー
ル
一
九
八
一
」
ヨ
ハ
ネ
・

パ
ウ
ロ
二
世
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

学
び
、
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
憲
法
第
九
条
に
つ
い
て
の

分
か
ち
合
い
も
、
お
そ
れ
ず
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

び
司
祭
叙
階
式
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
だ
数
年
の
準
備
が
必

要
で
す
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ま
、
こ

れ
か
ら
も
二
人
の
た
め
に
お
祈

り
と
ご
協
力
・
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

復
活
祭
に
あ
た
っ
て
皆
さ
ま

の
上
に
神
の
豊
か
な
祝
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

学
生
は
次
の
通
り
で
す
。

（	

一
）
ヨ
ハ
ネ　

グ
ェ
ン
・
ク

ァ
ン
・
ト
ゥ
ア
ン
神
学
生

（
ベ
ト
ナ
ム
出
身
）

（	

二
）
マ
キ
シ
ミ
リ
ア
ー
ノ
・

マ
リ
ア
・
コ
ル
ベ　

猪
口
大

記
神
学
生
（
烏
取
出
身
）

　

司
祭
叙
階
ま
で
に
は
、
祭
壇

奉
仕
者
の
選
任
式
と
助
祭
お
よ

ま
方
の
お
祈
り
と
ご
支
援
が
あ

っ
た
か
ら
で
す
。

　

私
は
広
島
教
区
の
責
任
者
と

し
て
全
て
の
皆
さ
ま
へ
感
謝
を

お
さ
さ
げ
し
、
敬
意
を
表
し
ま

す
。
ま
だ
今
後
の
歩
み
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

選
任
式
を
受
け
た
二
人
の
神

多
く
の
方
が
主
の
呼
び
か
け
に

こ
た
え
ま
す
よ
う
に
お
祈
り

し
、
努
力
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

久
し
ぶ
り
に
選
任
式
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
神
の

お
恵
み
は
申
す
ま
で
も
な
く
、

ご
家
族
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と

ご
支
援
さ
ら
に
沢
山
の
皆
々
さ

年
間
テ
ー
マ
を
、
祈
り
と

行
動
の
う
ち
に
深
め
よ
う
！

平
和
の
使
徒
推
進
本
部
よ
り

（
一
面
の
続
き
）
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を
象
徴
的
に
表
現
す
る
た
め
に
、

教
区
内
の
各
地
区
・
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
四
人
の
信
徒
が
当
日
の
ミ

サ
の
た
め
に
「
聖
体
奉
仕
者
」

に
任
命
さ
れ
奉
仕
し
ま
し
た
。

　

ミ
サ
中
、
教
区
民
に
よ
っ
て

作
詞
作
曲
さ
れ
た
聖
歌
が
三
曲

歌
わ
れ
ま
し
た
（
入
祭
の
歌

「
広
島
教
区
殉
教
者
賛
歌
」
三

上
夕
子
、
拝
領
の
歌
「
恵
み
の

風
に
帆
を
は
っ
て
」
向
井
雅

治
、
閉
祭
の
歌
「
マ
ル
テ
ィ
ル
、

あ
か
し
び
と
よ
！
」
シ
ス
タ
ー

山
本
紀
久
代
）。

　

午
前
中
に
は
、「
広
島
キ
リ

シ
タ
ン
殉
教
碑
」
か
ら
世
界
平

和
記
念
聖
堂
ま
で
徒
歩
巡
礼
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
古
来
の
公
道

で
あ
っ
た
西
国
街
道
を
辿
り
、

殉
教
者
に
ゆ
か
り
の
あ
る
広
島

城
で
迫
害
時
代
（
寛
永
年
間
）

の
古
地
図
を
閲
覧
し
ま
し
た
。

し
て
き
ま
し
た
。

　

ミ
サ
に
先
立
っ
て
、
そ
の
一

部
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
朗

読
劇
（
備
後
ブ
ロ
ッ
ク
四
教

会
）
紙
芝
居
（
廿
日
市
教
会
）

殉
教
者
録
の
朗
読
（
萩
教
会
）

ジ
ャ
ン
ボ
か
る
た
（
山
口
・
島

根
地
区
・
少
年
の
集
い
）
殉
教

劇
（
祇
園
教
会
）
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
講
話
や
説
教
な
ど
の

堅
苦
し
い
雰
囲
気
で
は
な
く
、

親
し
み
や
す
く
身
近
に
殉
教
者

の
生
き
方
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
た
と
好
評
で
し
た
。

　
「
列
福
感
謝
ミ
サ
」
は
三
末
司

教
の
主
司
式
で
さ
さ
げ
ら
れ
六

百
人
以
上
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
「
教
区
練
成
会
」（
八

月
、
萩
教
会
）
に
参
加
し
た

小
・
中
学
生
が
作
成
し
た
等
身

大
の
十
字
架
が
入
堂
行
列
で
運

ば
れ
、
ま
た
奉
納
の
さ
さ
げ
も

の
と
し
て
祭
壇
上
に
立
て
ら
れ

ま
し
た
。

　

五
人
の
福
者
は
、
司
祭
が
常

駐
し
て
い
な
か
っ
た
迫
害
時
代

に
、「
慈
悲
役
」・
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
信
仰
共
同
体
に
奉
仕
し
支

え
た
人
々
で
し
た
。
そ
の
こ
と

五
人
の
福
者
の
誕
生
を
感
謝

　

昨
年
十
一
月
二
十
四
日
、
ペ

ト
ロ
岐
部
と
百
八
十
七
殉
教
者

の
列
福
式
に
お
い
て
、
広
島
教

区
で
殉
教
し
た
新
し
い
五
人
の

福
者
が
誕
生
し
ま
し
た
。

◇	

メ
ル
キ
オ
ー
ル
熊
谷
豊
前
守

元
直
（
一
六
〇
五
年
八
月
十

六
日
、
萩
で
殉
教
）

◇	

ダ
ミ
ア
ン
（
一
六
〇
五
年
八

月
十
九
日
、
山
口
で
殉
教
）

◇	

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
遠
山
甚
太
郎

（
一
六
二
四
年
二
月
十
六

日
、
広
島
で
殉
教
）

◇	

マ
チ
ア
ス
庄
原
市
左
衛
門

（
一
六
二
四
年
二
月
十
七

日
、
広
島
で
殉
教
）

◇	
ヨ
ア
キ
ム
九
郎
衛
門
（
一
六

二
四
年
三
月
八
日
、
広
島
で

殉
教
）

　

二
月
十
一
日
、「
列
福
感
謝

ミ
サ
」
と
記
念
行
事
が
世
界
平

和
記
念
聖
堂
（
広
島
教
区
司
教

座
聖
堂
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

広
島
教
区
は
昨
年
、「
平
和

の
使
徒
と
な
ろ
う
―
今
、
殉
教

を
生
き
る
と
は
？
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を

る
。
自
然
の
美
し
さ
を
、
愛
で

夢
や
理
想
を
求
め
て
働
く
。

十
．
貧
し
く
差
別
さ
れ
た
人

が
、
心
身
の
疲
れ
を
と
り
、
元

気
に
な
る
よ
う
に
支
援
す
る
。

十
一
．
紛
争
は
、
武
力
で
は
解

決
で
き
な
い
こ
と
を
、
子
ど
も

た
ち
に
教
え
る
。
十
二
．
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

動
に
関
心
を
持
ち
、
応
援
す

る
。
十
三
．
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ

カ
の
貧
し
い
国
々
の
子
ど
も
た

ち
の
状
況
に
目
を
向
け
る
。
十

四
．
差
別
の
助
長
や
環
境
破
壊

に
加
担
し
て
い
な
い
か
を
見
極

め
、
困
窮
し
て
い
る
人
々
に
キ

リ
ス
ト
者
と
し
て
ど
ん
な
援
助

が
で
き
る
か
、
そ
の
た
め
に
私

た
ち
の
生
活
を
ど
う
変
え
た
ら

い
い
か
を
考
え
、
行
動
す
る
。

『
在
住
外
国
人
共
生
推
進
チ
ー

ム
』
◆
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ミ
サ
の
実
施

◎
ひ
と
つ
の
ミ
サ
に
、
多
国
籍
の

人
た
ち
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
こ
と
ば
で
、
歌
、
朗
読
、
共

同
祈
願
な
ど
を
行
う
。

◎
い
ろ
い
ろ
な
国
、
特
に
ア
ジ

ア
に
お
い
て
、
日
本
が
関
わ
っ

た
過
去
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

『
和
解
の
ミ
サ
』
を
行
う
。
◆

多
文
化
共
生
社
会
へ
向
か
っ
て

子
供
た
ち
と
接
す
る
リ
ー
ダ
ー

た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を

推
進
す
る
。

　

③
引
き
続
き
、
小
教
区
、
地

区
に
お
け
る
現
状
の
問
題
や
課

題
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
を
共

有
で
き
る
仕
組
み
作
り
を
推
進

す
る
。

『
養
成
推
進
チ
ー
ム
』

　

一
．
教
会
か
ら
離
れ
て
い
る

家
族
（
学
生
、
青
年
た
ち
）
と

日
曜
日
に
は
、
家
庭
で
機
会
を

と
ら
え
て
対
話
に
つ
と
め
る
。

二
．
ゆ
る
し
の
秘
跡
を
積
極
的

に
受
け
、
人
と
和
解
し
、
自
分

と
も
和
解
す
る
。
三
．
家
庭
を
、

信
仰
を
伝
え
る
場
と
す
る
。
親

が
祈
る
。
親
が
ミ
サ
に
与
る
。

と
も
に
祈
れ
る
な
ら
ば
さ
ら
に

よ
い
。
そ
の
姿
を
子
ど
も
は
見

て
育
つ
。
四
．
家
族
が
食
事
を

と
も
に
し
、
世
界
の
飢
え
て
い

る
子
ど
も
た
ち
を
思
い
、
感
謝

の
祈
り
を
す
る
。
五
．
出
会
う

人
に
努
め
て
笑
顔
で
「
こ
ん
に

ち
は
」「
あ
り
が
と
う
」
を
言

う
。
六
．
病
人
を
訪
問
す
る
チ

ー
ム
を
つ
く
る
。
七
．
教
会
に

来
ら
れ
な
い
信
者
と
の
つ
な
が

り
を
持
ち
続
け
る
。
八
．
キ
リ

ス
ト
の
出
会
い
で
あ
る
人
々
と

の
日
々
の
出
会
い
を
大
切
に
す

る
。
九
．
花
を
植
え
、
空
を
見

列
　
福
　
感
　
謝
　
ミ
　
サ

（
四
面
へ
続
く
）
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広島教区司祭人事異動

イエズス会関係 新任地⇐前任地
父路門　神父 教区外⇐防府教会　（2008年12月より）
外川　直見　神父 教区外⇐長束修道院
松村　信也　神父 教区外⇐山口教会　（主任）
松井　紀直　神父 教区外⇐祇園教会
加藤　信也　神父 山口教会（主任）⇐東京教区麹町教会
薬袋　勝士　修士 津和野教会⇐東京･岐部修道院
デ・ヴァルス　神父 長束修道院⇐京都教区彦根教会
小崎　次郎　神父 防府教会（主任）⇐細江教会
李　相源　神父 彦島教会に併せて細江教会担当下関ブロック･モデラトール⇐彦島教会
モラレス　神父 周南地域チームミニストリーのメンバー徳山教会居住⇐萩教会
中村　健三　神父 周南チームミニストリーの徳山､下松両教会担当⇐長府教会
西山　和男　神父 山口教会（助任）⇐高千帆教会
恩地　誠　神父 萩教会（主任）⇐周南地域チームミニストリー
田丸　篤　神父 下関ブロック･チームミニストリーの長府教会担当⇐山口教会
アレックス　神父 宇部教会に併せて高千帆教会担当⇐宇部教会担当
淳心会関係 新任地⇐前任地
スメット　神父 教区外⇐笠岡教会（主任）　（2009年５月11日より）
広島教区司祭関係 新任地⇐前任地
荻　喜代治　神父 岡山教会共同宣教司牧チームモデラトール･地区長に併せて笠岡教会（責任者）⇐岡山

教会宣教司牧チームモデラトール・地区長　（2009年５月11日より）
服部　大介　神父 福山教会（主任）に併せて笠岡教会（担当）⇐福山教会（主任）　（2009年５月11日より）
姜　祐顯　神父 釜山教区⇐松江教会（協力）　（2008年12月より）

　

シ
ス
タ
ー

・
援
助
修
道
会

　

Sr.
住
田
絹
江

　

一
九
五
九
年
二
月
二
日

　

初
誓
願

・
援
助
マ
リ
ア
修
道
会　

　

Sr.
上
田
靖
子

　

	

一
九
五
九
年
八
月
十
三
日　

着
衣

・	

ナ
ミ
ュ
ー
ル
・
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
修
道
女
会

　

Sr.
崎
村
幸
代

　

一
九
五
九
年
九
月
八
日

　

入
会

銀
　
　
祝

　

司　
　

祭

・
広
島
教
区

　

Fr.
山
口
道
晴

　

一
九
八
四
年
四
月
二
十
五
日

　

叙
階

・
イ
エ
ズ
ス
会

　

Fr.
三
宅
秀
和

　

	

一
九
八
四
年
三
月
十
七
日　

叙
階

　

シ
ス
タ
ー

・
福
音
の
光
修
道
会

　

Sr.
尾
仁
良
子

　

	

一
九
八
四
年
七
月
十
五
日　

初
誓
願

◎
小
教
区
に
集
う
、
国
籍
、
言

語
、
文
化
の
異
な
る
人
々
が
、

相
互
理
解
、
共
生
を
深
め
る
機

会
を
持
つ
。（
料
理
教
室
、
親

睦
パ
ー
テ
ィ
ー
、
日
本
語
教

室
、
文
化
の
暮
ら
し
の
紹
介
な

ど
）

　

紙
面
の
関
係
で
、
省
略
し
て

の
掲
載
と
な
り
ま
し
た
。
全
文

を
ご
希
望
の
方
は
ご
遠
慮
な
く

推
進
本
部
Sr.
山
本
（
〇
八
二
―

二
二
一
―
六
六
一
三
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

六
月
十
四
日
（
日
）
三
末
篤

實
司
教
叙
階
二
十
四
周
年
記
念

と
司
祭
・
修
道
者
の
金
祝
・
銀

祝
の
お
祝
い
が
岡
山
教
会
で
行

わ
れ
る
。
時
間
は
十
四
時
か
ら

の
予
定
。

金
　
　
祝

　

ブ
ラ
ザ
ー

・
イ
エ
ズ
ス
会

　

Br.
ロ
サ
ド
・
マ
ヌ
エ
ル

　

一
九
五
九
年
十
月
二
十
九
日

　

入
会

司
教
叙
階
記
念
と
司
祭
・

修
道
者
の
金
祝
・
銀
祝
の

お
祝
い

（
三
面
の
続
き
）
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聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ

ル
ゆ
か
り
の
地
山
口
で
司
牧
に

携
わ
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
大

き
な
喜
び
で
す
。
聖
人
が
示
さ
れ

た
宣
教
へ
の
熱
意
に
学
び
な
が

ら
、
皆
様
と
共
に
歩
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
〈
こ
ち
ら
こ
そ
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
〉

日
本
Ｊ
Ｏ
Ｃ
六
十
周
年

　

今
年
二
〇
〇
九
年
は
、

カ
ト
リ
ッ
ク
青
年
労
働
者
連

盟
（
日
本
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
創
立
六

十
周
年
を
迎
え
る
年
で
す
。

　

日
本
Ｊ
Ｏ
Ｃ
で
は
、
記

念
行
事
の
開
催
、
過
去
の

資
料
や
経
験
者
の
回
想
な

ど
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

広
島
教
区
内
で
の
窓
口

は
、
レ
ネ
神
父
（
水
島
Ｊ

Ｏ
Ｃ
／
倉
敷
教
会
）
ま
た

は
竹
内
（
広
島
Ｊ
Ｏ
Ｃ
／

広
島
信
望
愛
学
園
）
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.ycw

.
jp/	hiroshim

a/

）
を
御

覧
く
だ
さ
い
。

【
加
藤
信
也
神
父
】

　

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ

ル
ゆ
か
り
の
山
口
で
司
牧
に
携

わ
る
こ
と
は
、
大
き
な
喜
び

　

復
活
祭
後
、
山
口
教
会
に
赴

任
い
た
し
ま
す
加
藤
信
也
と
申

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
会
員
で

す
が
、
修
練
院
が
広
島
の
長
束

に
あ
っ
た
関
係
で
、
以
前
二
年

間
ほ
ど
広
島
教
区
内
で
過
ご
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

ち
ょ
う
ど
、
三
末
司
教
様
が
司

教
叙
階
さ
れ
た
年
で
あ
っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
一
九
九
七
年
に
司
祭
に

叙
階
さ
れ
た
後
、
東
京
の
麹
町

教
会
へ
助
任
司
祭
と
し
て
派
遣

さ
れ
、
十
年
ほ
ど
司
牧
に
携
わ

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
麹
町
教

会
を
出
る
の
は
今
回
が
初
め
て

と
な
り
ま
す
。

入
り
ま
し
た
。
一
方
パ
ウ
ロ
は

キ
リ
ス
ト
を
伝
え
ず
に
は
お
れ

な
く
て
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
出

か
け
て
宣
教
し
ま
し
た
。（「
福

音
を
告
げ
知
ら
せ
な
い
私
は
不

幸
だ
」
Ⅰ
コ
リ
ン
ト
九
・
十

六
）
こ
の
パ
ウ
ロ
は
キ
リ
ス
ト

受
け
入
れ
た
信
徒
の
こ
と
を
常

に
案
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

ま
ず
人
を
キ
リ
ス
ト
の
元
へ
案

内
し
、
さ
ら
に
引
き
継
い
で
彼

ら
の
信
仰
心
を
支
え
強
め
る
こ

と
が
広
島
教
区
の
宣
教
師
と
し

て
の
務
め
だ
と
思
う
の
が
私
の

心
の
す
べ
て
で
し
た
。
あ
る

日
、
宣
教
司
牧
評
議
会
の
終
わ

り
に
私
は
会
議
の
評
価
を
求
め

ら
れ
ま
し
た
。「
宣
教
十
パ
ー

セ
ン
ト
、
司
牧
九
十
パ
ー
セ
ン

ト
」
と
私
は
答
え
ま
し
た
。
私

の
宣
教
師
の
心
は
双
方
と
も
五

十
パ
ー
セ
ン
ト
で
な
け
れ
ば
賛

成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら

で
し
た
。

　

今
教
区
を
去
る
と
き
が
参
り

ま
し
た
が
、
私
の
心
は
広
島
教

区
を
思
い
、
そ
の
繁
栄
を
ひ
た

す
ら
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
広
島

教
区
が
と
こ
し
え
に
栄
え
ま
す

よ
う
に
。

　
〈
ス
メ
ッ
ト
神
父
様
、
本
当

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〉

期
決
定
的
な
影
響
を
受
け
ま
し

た
。
あ
り
が
た
く
感
謝
し
て
い

ま
す
。
岡
山
、
水
島
、
ま
た
岡

山
と
最
後
は
笠
岡
で
働
き
ま
し

た
が
、
い
つ
の
間
に
か
広
島
教

区
で
の
三
十
七
年
間
の
年
月
が

流
れ
ま
し
た
。（
そ
の
間
、
大

阪
、
東
京
で
も
働
き
ま
し
た
。）

岡
山
は
、
気
候
も
人
々
も
温
暖

で
、
と
て
も
働
き
や
す
く
、
仕

事
に
手
ご
た
え
が
あ
り
、
受
洗

者
も
多
く
、
信
徒
は
増
え
ま
し

た
。
こ
の
信
徒
の
多
く
は
親
し

い
友
人
と
な
っ
て
、
今
で
も
私

と
親
し
い
つ
な
が
り
を
保
っ
て

い
ま
す
。

　

広
島
教
区
在
任
中
、
記
憶
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
多
く
あ
り

ま
す
。
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ

二
世
の
広
島
の
ご
訪
問
、
三
末

司
教
の
叙
階
式
、
教
区
創
立
八

十
周
年
、
代
表
者
会
議
、
そ
し

て
最
近
教
区
の
活
性
化
の
場
と

な
っ
て
い
る
“
平
和
の
使
徒
と

な
ろ
う
”
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
。

こ
れ
は
広
島
教
区
が
生
き
て
い

る
証
し
で
す
ば
ら
し
い
で
す
。

　

私
は
常
に
パ
ウ
ロ
の
足
跡
を

歩
も
う
と
志
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
パ
ウ
ロ
年
は
と
て
も
気
に

【
ス
メ
ッ
ト
神
父
】

　

広
島
教
区
で
の
三
十
七
年
の

宣
教
司
牧
に
今
幕
を
閉
じ
る

　

こ
の
度
、
永
年
司
祭
と
し
て

聖
務
に
た
ず
さ
わ
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
広
島
教
区
を
離
れ
る
に

当
た
っ
て
、
司
教
様
を
は
じ

め
、
親
交
を
深
め
て
く
だ
さ
っ

た
神
父
様
方
、
ま
た
数
え
切
れ

な
い
ほ
ど
多
く
の
友
人
と
な
っ

た
信
徒
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感

謝
の
言
葉
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
を
去
る
一
九
六
〇
年
、
現

在
満
九
十
六
歳
に
な
ら
れ
て
、

仁
豊
野
ヴ
ィ
ラ
に
お
い
て
介
護

を
受
け
て
お
ら
れ
る
ヴ
ァ
ン
・

ア
ッ
セ
神
父
様
が
主
任
司
祭
だ

っ
た
頃
、
私
は
岡
山
教
会
に
参

り
ま
し
た
。
こ
の
先
輩
神
父
様

か
ら
宣
教
師
生
活
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
学
び
、
そ
の
指
導
の
下
に
働

き
始
め
ま
し
た
。
私
は
こ
の
時

さ
　
よ
　
う
　
な
　
ら

よ
　
う
　
こ
　
そ
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区
の
研
修
で
、
ま
た
信
者
で
な

い
沢
山
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
参
加
さ
れ
、
無
く
て
は
な
ら

な
い
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
派
遣
・
期
間
社
員
の
お

び
た
だ
し
い
雇
い
止
め
以
来
、

路
上
に
は
新
顔
の
方
が
増
え
マ

ス
コ
ミ
か
ら
は
幾
度
も
取
材
を

受
け
ま
し
た
。
市
民
か
ら
は
山

の
よ
う
な
物
資
提
供
と
献
金
、

元
日
に
は
香
川
か
ら
炊
き
出
し

現
場
へ
わ
ざ
わ
ざ
来
ら
れ
名
も

告
げ
ず
大
金
を
カ
ン
パ
し
、

「
居
て
も
立
っ
て
も
居
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
」
と
い
う
心
暖
ま

る
言
葉
を
耳
に
し
ま
し
た
。
私

た
ち
に
と
っ
て
も
魂
が
揺
り
動

か
さ
れ
る
体
験
で
し
た
。

《
行
事
予
定
》

五	

月
十
日　

第
一
回
地
区
宣
教

司
牧
評
議
会
（
津
山
教
会
）

五	
月
三
十
一
日　

デ
ィ
エ
ゴ
喜

斎
記
念
芳
賀
巡
礼

六	

月
二
十
二
～
二
十
四
日　

沖

縄
平
和
巡
礼

六	

月
二
十
八
日　

岡
山
空
襲
追

悼
レ
ク
イ
エ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

（
岡
山
教
会
）

毎	

月
第
四
日
曜
日　
「
地
区
現

代
世
界
講
座
」（「
イ
エ
ス
と

非
暴
力
、
第
三
の
道
」
通
読
、

岡
山
教
会
）

者
の
方
も
誘
え
る
と
思
っ
た
。

・	

短
時
間
で
あ
っ
た
が
、
信
徒

が
一
つ
に
な
っ
た
。

・	｢

キ
リ
ス
ト
を
中
心
に
し
た｣

共

同
体
と
し
て
歩
む
養
成
の
一
歩

と
な
る
研
修
会
と
な
っ
た
。

《
信
者
養
成
研
修
予
定
》

『
宗
像
研
修
会
』

　

	

講
師
・
百
瀬
文
晃
神
父
（
第

一
回　

五
月
十
六
日
）

『
祈
り
の
体
験
』（
新
規
開
講
）

　
	

講
師
・
ラ
フ
ォ
ン
ト
神
父

（
第
一
回　

四
月
二
十
五

日
）

《
ト
ピ
ッ
ク
ス「
炊
き
出
し
、

感
動
の
日
々
」》

　

私
た
ち
岡
山
野
宿
生
活
者
を

支
え
る
会
は
二
〇
〇
二
年
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
牧
師
に
よ
り
越
冬

支
援
活
動
と
し
て
始
ま
り
、
〇

五
年
か
ら
は
岡
山
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
を
拠
点
に
毎
週
日
曜
と
年

末
年
始
の
毎
日
を
炊
き
出
し
と

生
活
用
具
・
医
療
補
助
の
提

供
、
火
曜
と
木
曜
は
自
立
の
た

め
の
懇
談
会
や
人
生
哲
学
教
室

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
約

四
十
名
の
方
に
社
会
自
立
の
道

を
開
き
ま
し
た
。
最
近
は
小
教

地
区
便
り

《
出
雲
教
会
で

７
ス
テ
ッ
プ
の
祈
り
》

　

三
月
八
日
四
旬
節
黙
想
会
で

地
区
の
「
み
こ
と
ば
の
分
か
ち

合
い
」
出
前
研
修
会
を
実
施
し

た
。
参
加
者
か
ら
以
下
の
声
が

聞
か
れ
た
。

・	

深
く
自
分
の
心
に
語
り
か
け

る
時
間
が
も
て
た
。

・	

イ
エ
ズ
ス
様
を
身
近
に
感
じ

た
。

・	

七
ス
テ
ッ
プ
は
初
め
て
で
祈

り
の
雰
囲
気
の
中
で
分
か
ち

合
い
が
で
き
た
。

・	

裸
に
な
っ
て
「
み
こ
と
ば
」

と
向
き
合
い
、
皆
さ
ん
と
祈

る
「
同
じ
時
」
を
持
て
た
。

・	

難
し
く
な
く
、
単
純
で
、
未
信

山
口
・
島
根
地
区

岡
山
・
鳥
取
地
区
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●
偽
装
パ
ス
ポ
ー
ト
で
フ
ィ
リ

ピ
ン
か
ら
日
本
に
不
法
入
国

し
、
長
女
の
カ
ル
デ
ロ
ン
・
の

り
子
さ
ん
を
残
し
て
両
親
が
国

外
退
去
処
分
に
な
り
ま
し
た
。

●
こ
の
問
題
で
、
子
ど
も
が
可

愛
そ
う
と
い
う
声
や
、
法
律
は

遵
守
さ
れ
な
い
と
い
け
な
い
と

い
う
声
も
あ
り
、
様
々
な
賛
否

が
出
て
い
ま
す
。
●
人
権
を
考

え
て
き
た
セ
ン
タ
ー
も
無
関
心

で
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
日
本
の

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
批
准

に
伴
い
、
こ
の
条
約
で
ど
の
よ

う
な
権
利
が
子
ど
も
に
保
障
さ

れ
た
の
か
を
学
ぶ
会
が
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
た
歴
史
が
あ
る
か

ら
で
す
。
●
今
回
の
カ
ル
デ
ロ

ン
一
家
の
問
題
で
は
「
第
九
条

（
親
か
ら
の
分
離
禁
止
と
分
離

の
た
め
の
手
続
き
）
一
締
約
国

は
、
子
ど
も
が
親
の
意
思
に
反

し
て
親
か
ら
分
離
さ
れ
な
い
こ

と
を
確
保
す
る
。」
と
い
う
部

分
が
争
点
に
な
る
の
で
す
が
、

日
本
は
こ
の
条
項
を
「
解
釈
宣

言
」
と
し
ま
し
た
。
要
す
る
に

〈
こ
こ
の
部
分
は
守
ら
な
く
て

も
い
い
こ
と
に
す
る
〉
と
し
て

い
る
の
で
す
。
こ
れ
に
対
し

て
、
国
連
は
解
釈
宣
言
を
撤
回

す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。
日

本
の
人
権
度
が
問
わ
れ
て
い
る

の
で
す
。
●
法
律
は
社
会
の
ル

ー
ル
な
の
で
守
ら
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
が
、
大
切
な
の
は
そ

の
法
律
が
正
し
い
の
か
？
と
い

う
視
点
で
す
。
今
回
の
例
で
も

両
親
は
不
法
入
国
を
し
ま
し
た

が
外
国
人
登
録
を
し
、
納
税
も

し
、
子
ど
も
の
教
育
義
務
も
果

た
し
て
い
ま
す
。
蕨
市
議
会
は

三
人
の
在
留
特
別
許
可
を
求
め

る
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。
●
原
告
敗
訴
が
続

い
た
公
害
訴
訟
も
、
粘
り
強
い

運
動
に
よ
っ
て
法
が
変
わ
っ
て

い
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
国
籍

法
も
改
正
さ
れ
ま
し
た
。「
人

権
」
意
識
も
長
い
歴
史
の
中
で

子
ど
も
も
一
個
の
人
格
を
も
っ

た
権
利
主
体
と
捉
え
ら
れ
て
き

た
の
で
す
。
実
は
〈
法
律
〉
は

社
会
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

に
よ
っ
て
高
次
な
も
の
に
変
わ

っ
て
い
く
の
で
す
。
●
イ
エ
ズ

ス
の
法
に
よ
っ
て
社
会
を
復
活

さ
せ
る
の
も
大
切
な
使
徒
職
だ

と
思
い
ま
す
。

（
細
江
教
会
・
廣
崎
隆
一
）

　

海
峡
か
ら
の
風
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Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
繋
が
り
を
作
る
だ

け
で
な
く
、
シ
ェ
ル
タ
ー
へ

の
、
ま
た
、
シ
ェ
ル
タ
ー
か
ら

の
移
動
を
助
け
る
グ
ル
ー
プ
も

作
ら
れ
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
の

人
た
ち
は
、
弁
護
士
と
の
通
訳

や
裁
判
で
の
通
訳
と
し
て
手
助

け
し
ま
し
た
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
、
被
害

者
へ
の
事
後
の
世
話
も
重
視
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
刑
務
所
で
の
社
会
使

徒
職
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
移
住
者
に
対
す
る
社
会
使

徒
職
で
は
、
社
会
が
成
長
し
変

わ
っ
て
い
く
に
つ
れ
て
、
新
た

な
状
況
に
対
し
そ
の
都
度
必
要

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
求
め
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
を
、
私
た
ち
は
経

験
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
最
初
の
質
問
に
戻
り

ま
す
。
私
た
ち
は
移
住
者
の
た

め
に
教
会
で
何
が
で
き
る
で
し

ょ
う
か
。
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
ど
う
対
応
し
て
ゆ
け
る
で
し

ょ
う
か
。

（
日
本
語
翻
訳　

ボ
ニ
ー･

ジ

ェ
ー
ム
ズ
、
柳
田
敏
洋
）

教
育
な
ど
も
始
め
ま
し
た
。
数

年
の
間
に
多
く
の
人
た
ち
が
結

婚
し
、
家
庭
を
持
ち
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
度
は
、
特
に
洗
礼
、

堅
信
、
初
聖
体
な
ど
の
秘
跡
の

準
備
に
活
動
が
向
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
二
年
間
に
、
松
江
で
フ

ィ
リ
ピ
ン
人
の
組
織
で
あ
る

「T
h
e	M

atsu
e	P

in
oy	

K
apitBisig

」
が
島
根
県
か
ら

認
可
を
受
け
二
百
万
円
の
支
援

を
受
け
ま
し
た
。
行
政
と
連
携
し

て
「
語
学
力
向
上
に
よ
る
活
性
化	

E
m
pow

erm
ent	through	

Literacy

」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
会
員
た
ち

に
無
料
で
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
の

初
歩
講
座
や
、
日
本
語
の
授

業
、
異
文
化
間
で
の
結
婚
や
育

児
の
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
し

た
。

　

時
を
同
じ
く
し
て
、
日
本
人

と
結
婚
し
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
の
間
の
家
庭
内
暴
力
事
件
が

増
加
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

　
「
三
月
七
日
、
私
は
日
本
で

初
め
て
、
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
女

性
の
裁
判
の
様
子
を
見
に
行
き

ま
し
た
。
彼
女
に
は
通
訳
が
つ

い
て
い
ま
し
た
が
、
私
の
友
人

た
ち
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
の
言

い
た
い
こ
と
が
伝
わ
ら
な
か
っ

た
と
不
満
で
し
た
。」

　

今
日
、
移
住
者
に
対
す
る
社

会
使
徒
職
は
新
た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

ど
う
引
き
受
け
て
い
け
ば
い
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の

た
め
に
働
き
は
じ
め
た
の
は
、

当
時
、
教
会
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

信
徒
が
増
え
て
き
た
か
ら
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
彼
ら
は
信
仰

か
ら
、
第
二
の
故
郷
と
慕
っ
て

教
会
に
や
っ
て
き
た
の
で
す
。

し
か
し
、
日
本
語
の
壁
は
大
き

く
、
彼
ら
は
行
き
場
を
失
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
彼

ら
の
た
め
に
英
語
の
ミ
サ
を
計

画
し
、
必
要
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、

種
々
の
典
礼
や
黙
想
会
、
要
理

　

岡
山
・
鳥
取
地
区
セ
ン
タ
ー
は
、

九
十
四
年
六
月
、
岡
山
教
会
の
敷

地
内
に
あ
る
建
物
の
一
室
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
岡
山
カ

ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
二
階
に
事

務
所
が
あ
り
ま
す
。
〇
八
年
に
地

区
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
う
さ
も
も
太
郎
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
岡
山
県
の
桃
太
郎

と
鳥
取
県
の
因
幡
の
白
う
さ
ぎ
の

イ
メ
ー
ジ
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
ま
し

た
。
両
県
が
一
つ
の
地
区
と
し
て

交
流
を
深
め
て
い
け
る
よ
う
に
と

い
う
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
区
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
を
紹
介

し
ま
す
。

①	

教
区
や
中
央
協
議
会
な
ど
と
小

教
区
を
結
ぶ
情
報
交
換
の
パ
イ

プ
役
と
し
て
の
働
き
。

②	

地
区
財
務
委
員
会
・
地
区
宣
教

司
牧
評
議
会
な
ど
を
通
し
て
、
小

教
区
の
活
性
化
と
し
て
の
働
き
。

③	

各
委
員
会
・
グ
ル
ー
プ
活
動
支

援
。
一
般
の
窓
口
業
務
の
ほ
か

に
在
住
外
国
人
支
援
を
し
て
い

る
岡
山
多
民
族
多
文
化
共
生
を

め
ざ
す
会
（
通
称
「
め
ざ
す

会
」）
や
ユ
ニ
テ
ィ
岡
山
・
鳥

取
（J-CaRM

岡
山
）
に
関
わ

る
外
国
人
の
駆
け
込
み
寺
的
働

き
の
た
め
の
事
務
局
受
付
窓
口

業
務
も
し
て
い
ま
す
。

　

	

そ
の
ほ
か
に
も
以
下
の
グ
ル
ー

プ
の
事
務
局
を
置
い
て
い
ま
す
。

○	

主
和
の
輪
（
教
区
）、
○
ダ
ミ

ア
ン
の
輪
（
教
区
）、
○
岡
山

県
宗
教
者
九
条
の
会
、
○
Ｒ
Ｎ

Ｎ
〈
人
道
援
助
宗
教
者
委
員

会
〉、
○
世
界
連
邦
岡
山
県
宗

教
者
の
会　

な
ど

④	

地
区
司
祭
の
諸
活
動
（
地
区
司

祭
評
議
会
〈
会
議
等
準
備
・
事

務
〉・
キ
リ
ス
ト
教
教
職
者
連
合

会
・
教
誨
師
会
な
ど
）
の
補
助

⑤	

地
区
を
結
ぶ
た
め
に
地
区
ニ
ュ

ー
ス
レ
タ
ー
（
年
３
回
発
行
）、

地
区
年
間
行
事
予
定
表
（
カ
レ

ン
ダ
ー
）、
ポ
ス
タ
ー
等
の
作
成

な
ど
こ
の
ほ
か
に
も
教
区
や
地

区
レ
ベ
ル
の
行
事
や
催
事
に
携

わ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事

が
入
っ
て
き
ま
す
。

　

職
員
一
名
で
、
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
で
な
ん
と
か
動
い
て
い
る
状

態
で
す
。　
　

	（
職
員　

高
橋
記
）

　
広
島
教
区
の
施
設
　
③

岡
山
・
鳥
取
地
区
セ
ン
タ
ー

カトリック　広　島　教　区　報（ 7） 2009年４月12日　76号

Ｊ
―

Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
便
り

外
国
人
移
住
者
に
対
す
る

社
会
使
徒
職
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

Sr.
　

マ
リ
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カ
ル
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セ
ゴ
ビ
ア（
イ
エ
ズ
ス
孝
女
会
）



達
と
協
力
し
て
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
新
し
い
二
人
に
、
今

後
と
も
ご
支
援
と
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
、「
未
来
の
教
会

３
～
子
曰
く
～
」。
私
た
ち
の

身
近
な
聖
書
の
こ
と
ば
と
キ
リ

ス
ト
教
、
そ
し
て
論
語
と
儒
教
、

各
々
の
“
こ
と
ば
”
に
焦
点
を

あ
て
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

日
時
：
五
月
九
日
、
十
日

　

場
所
：
呉
教
会

　

対	

象
：
青
年
（
十
八
歳
以
上

高
校
生
不
可
）

　

参
加
費
：
二
千
円

　

申
込
・
問
合
せ
：

　
　

青
少
年
情
報
セ
ン
タ
ー

　

四
月
か
ら
、
広
島
教
区
青
少

年
情
報
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
変

わ
り
ま
す
。
新
し
い
職
員
は
、

大
谷
紗
由
里
（
幟
町
教
会
）・

岸
井
拓
也
（
幟
町
教
会
）
の
二

名
で
す
。
青
少
年
情
報
セ
ン
タ

ー
は
、
現
在
、
五
月
の
青
年
大

会
、
八
月
の
平
和
行
事
、
九
月

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
な
ど
に
向
け
、
教
区
の
青
年

る
こ
と
。
参
加
者
た
ち
は
三
泊

四
日
の
体
験
の
中
で
、
旧
交
を

温
め
、
た
く
さ
ん
の
新
し
い
友

達
と
思
い
出
に
力
づ
け
ら
れ

て
、
四

月
か
ら

の
新
し

い
生
活

へ
と
旅

立
っ
て

い
き
ま

し
た
。

で
、
八
十
四
名
が
集
ま
り
ま
し

た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
身

近
な
何
か
に
気
付
こ
う
～
幸

せ
・
出
会
い
・
個
性
・
愛
～
」。

　

サ
ブ
テ
ー
マ
ご
と
に
二
つ
の

グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
各
々
体
験

学
習
や
分
か
ち
合
い
な
ど
を
通

し
て
、
改
め
て
自
分
の
身
近
な

と
こ
ろ
を
見
つ
め
な
お
す
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。
中
ブ
ロ
の

醍
醐
味
は
な
ん
と
い
っ
て
も
人

と
出
会
い
、
絆
を
結
び
、
そ
れ

を
育
ん
で
い
く
喜
び
を
肌
で
知

　

三
月
二
十
七
日
か
ら
三
泊
四

日
の
日
程
で
、
第
四
十
三
回
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
カ
ト
リ
ッ
ク
高
校

生
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
会
場
は
、
広
島
学
院
。

　

教
区
内
ま
た
四
国
か
ら
、
中

学
三
年
生
か
ら
高
校
三
年
生
ま

中
ブ
ロ

身
近
な
何
か
に
気
付
こ
う

青
少
年
情
報
セ
ン
タ
ー
よ
り

青
年
大
会
の
お
知
ら
せ

青
少
年
の
活
動

　

最
近
、
私
な
り
に
イ
エ
ス
の

伝
え
た｢

神
の
国｣

と
い
う
も
の
が

分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し

か
し
、
そ
れ
は
仏
教
の
ヴ
ィ
パ
ッ

サ
ナ
ー
瞑
想
を
通
じ
て
で
あ
る
。

　

神
の
国
と
は
、
イ
エ
ス
の｢

空

の
鳥
を
見
よ
、
野
の
花
を
見
よ｣

と
い
う
教
え
に
示
さ
れ
る
よ
う

に
、
ど
ん
な
存
在
で
も
あ
る
が
ま

ま
に
神
に
よ
っ
て
肯
定
さ
れ
、
人

は
そ
の
肯
定
に
よ
っ
て
エ
ゴ
か

ら
解
放
さ
れ
、
無
償
の
愛
と
責

任
を
生
き
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
世
界
で
あ
る
。
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ

ー
瞑
想
は
、
そ
れ
を
、
意
識
を

感
覚
に
集
中
さ
せ
、
通
常
伴
う

快
・
不
快
と
い
う
心
の
反
応
を

脇
に
置
い
て
感
覚
を
あ
る
が
ま

ま
に
受
け
と
め
る
、
と
い
う
気
づ

き
の
瞑
想
修
行
に
よ
っ
て
体
得

し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
瞑
想
法

を
イ
ン
ド
で
体
験
す
る
こ
と
で
、

私
は
神
の
国
の
働
き
が
今
こ
こ

に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
っ
き

り
と
気
づ
く
よ
う
に
な
っ
た
。

瞑
想
が
深
ま
る
と
感
覚
を
あ
る

が
ま
ま
に
受
け
と
め
る
穏
や
か

で
自
由
な
心
が
現
れ
て
く
る
の

を
体
験
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
最
近
ま
で
一
つ
の

疑
問
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
元

来
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
上
座
部
仏
教

で
伝
え
ら
れ
て
き
た
ヴ
ィ
パ
ッ

サ
ナ
ー
瞑
想
が
、
現
在
の
軍
事

独
裁
政
権
に
対
し
な
ぜ
解
放
の

力
と
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
で
僧
院
生
活
を
体
験

し
た
ア
ラ
ン
・
ク
レ
メ
ン
ツ
の

「
神
の
国
」
の
気
づ
き

　
　
　
　
　
　
　
　

イ
エ
ズ
ス
会
司
祭

柳
田
　
敏
洋

〈61〉

書
物
を
読
み
、
疑
問
が
解
け

た
。
そ
の
中
で
、
非
暴
力
民
主

化
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
の
多
く
が

ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
瞑
想
を
体
験

し
て
お
り
、
そ
の
一
人
で
ア
ウ

ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
の
同
士
で
あ

る
ウ
ー
・
ウ
ィ
ン
テ
ィ
ン
が
獄

中
で
暴
力
的
尋
問
を
お
こ
な
う

相
手
に｢

私
の
自
由
へ
の
闘
い

は
、
あ
な
た
の
た
め
で
も
あ
る

｣

と
叫
び
、
相
手
を
断
罪
す
る

よ
り
は
、
抑
圧
者
の
中
に
も
あ

る
恐
怖
へ
の
深
い
共
感
を
持
っ

て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。

　

神
の
国
は
、
抑
圧
者
・
被
抑

圧
者
を
越
え
て
目
覚
め
へ
と
向

か
わ
せ
る
愛
の
働
き
で
あ
る
、

そ
の
気
づ
き
を
深
め
福
音
を
証

し
て
ゆ
き
た
い
。

　

上
関
町
の
離
島
、
祝
島
に
行

っ
た
。
家
と
家
と
が
肩
寄
せ
あ

っ
て
建
つ
よ
う
な
懐
か
し
い
町

並
み
、
私
有
地
が
生
活
道
と
し

て
提
供
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
道

を
「
仁
義
道
」
と
い
う
ら
し
い
。

昭
和
の
名
残
り
。（
み
）
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